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　１　はじめに

　アザミウマ類は体長0.8～7mm程度の昆虫で花・
葉・茎・根などの植物組織上，森林などの堆葉層，枯
葉・枯枝など枯死した植物上に棲息し，世界に約6500
種（Thripswiki　https://thrips.info/wiki/Main_Page. 
参照日2023年9月3日），日本に約450種（岡島・桝本 
2022）が知られている．食性は約半数が植食性，他
の約半数は食菌性で，残る少数は食肉性であり，ア
ザミウマ類の棲息環境である寄主（植物及び枯死植
物上の菌類）は多様である（Mound, 2018）．植食性
アザミウマ類の寄主植物は種名まで判明しているこ
とがほとんどである一方で，菌食性アザミウマ類では
寄主菌が特定されていることはほとんどない（ただし
Ananthakrishnan & James, 1983；Ananthakrishnan 
& Suresh, 1983；Ananthakrishnan, 1990では例外的に
よく研究されている）．
　著者は2012年から2023年にかけ福井県を中心にア
ザミウマ類を調査しており（柴田，2015；2016a，b；
2017a，b；2019；2020；2022），アザミウマ類の採集
と同時にその寄主も記録してきた．アザミウマ類の寄
主に関する情報は主に分類学的文献から得られること
が多いが，調査の過程では文献に記載されている寄主
から逸脱した場所から採集されることがしばしばあっ
た．本稿では食菌性アザミウマ類6種について上述の
採集記録を報告する．

 2. 採集記録

　種名は基本的に学名で示し和名のあるものには和名
を付した．採集地，採集日と寄主を示す．福井県初記
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キ－ワ－ド：食菌性アザミウマ，寄主

録の種については分布情報を付した．分布情報及び和
名については桝本（2016）を，一般的な寄主の情報は
Okajima （2006）を参考にした．同定は著者による．

Phlaeothripidae　クダアザミウマ科

Idolothripinae　オオアザミウマ亜科

Acallurothrips spinurus Okajima
大飯町島山神社：2♀，29.Ⅵ.2013.　タケ類から採集
大飯町島山神社：1♀，4.Ⅴ.2015.　タケ類から採集
通常は広葉樹の枯枝から得られる．

ヨ ツ コ ブ ト ゲ ク ダ ア ザ ミ ウ マ　Bactrothrips 

quadrituberculatus（Bagnall）
三国町三国運動公園：7♀，30.Ⅹ.2016．ササ類から
採集　柴田（2017）より引用
三国町三国運動公園：5♂，13♀，5.ⅩI.2016．ササ
類から採集（柴田，2017）
三国町三国運動公園：2♀，17.Ⅴ.2017．アベマキの
枯枝から採集（柴田，2017）
兵庫県摩耶山：1♂，18.Ⅷ.2018．イネ科植物の根元
から採集
京都府宝ヶ池：1♂，11.Ⅵ.2022．アラカシの枯枝か
ら採集
通常は落葉広葉樹の枯枝から得られる．柴田（2017）
ではササ類からの採集記録を越冬のためと推測して
いるが，その後の調査（2018年から2020年の10月か
ら11月）では採集されていない．
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Ethirothrips virgulae（Chen）
三国町雄島：1♂1♀，16.Ⅵ.2011．枯枝から採集
三国町雄島：4♀，16.Ⅳ.2012．ヤダケから採集
敦賀市白木：3♀，5.Ⅴ.2012．枯枝から採集
日本産のEthirothrips属は主に枯葉・枯枝から得られ
る．雄島ではヤダケ及び枯枝の両方から得られてい
る．

Nesothrips brevicollis（Bagnall）
敦賀市白木：2♂2♀，5.Ⅴ.2012．タニウツギの花か
ら採集
小浜市西勢：5♀，3.Ⅴ.2015．マダケから採集
小浜市西勢：1♂4♀，3.Ⅴ.2015．ウメの枯枝から採
集
福井市石橋町：5♂5♀，2.Ⅹ.2021．トクサから採集
通常はイネ科草本の根元から得られる．

Opthalmothrips miscanthicola（Haga）
福井市石橋町：1♂，21.Ⅷ.2021．トクサから採集
通常はイネ科草本（主にススキ）の根元から得られ
る．

Phlaeothripinae　クダアザミウマ亜科

Sophiothrips nigrus Hood（図1）
若狭町常神：1♂2♀，3.Ⅵ.2016．カヤツリグサ科草
本の根元から採集
分布：本州，小笠原（父島，母島），九州，沖縄（沖
縄本島），宮古（宮古島），八重山（石垣島，西表島）；
台湾，インドネシア，西マレーシア，シンガポール，
タイ，インド
通常は森林堆葉層，枯枝から得られる．福井県初記
録．

図1．Sophiothrips nigrus

3. 終わりに

　本稿では6種のアザミウマ類の通常の寄主から逸
脱した採集記録を紹介した．記録時の状況は以下
の 通 り で あ る．①Acallurothrips spinurus，Nesothrips 

brevicollis，Sophiothrips nigrusはそれぞれの記録で複
数個体が得られており，偶産（移動中の個体が偶然採
集される）とは考えにくい．②Nesothrips brevicollisと
Opthalmothrips miscanthicolaは通常はイネ科植物の根
元から採集されるが，両種ともトクサから採集された．
③Ethirothrips virgulaeは三国町雄島ではヤダケと枯枝
の両方から記録されている．④ヨツコブトゲクダアザ
ミウマの記録はイネ科植物，アラカシからの記録は他
のオオアザミウマ亜科（Opthalmothrips miscanthicola：
イネ科根本，Bactrothrips carbonarius：アラカシ）に
混じって採集された．
　上記６種中5種は菌類の胞子を食べると考えられて
いるオオアザミウマ亜科に，１種は菌類の菌糸食べる
と考えられているクダアザミウマ亜科に属していて，
両亜科ともに食菌性である（Mound, 1998）．昆虫を
寄主に誘引する物質の生産にはしばしば菌類が関わっ
ていることが報告されている（本田, 1989）が，食菌
性アザミウマは健全な植物上には見られないことから
菌類が植物を分解する過程で生じる物質に誘引されて
いることが推測される．
　この時，基質となる植物種，それを分解する菌類種，
誘引されるアザミウマ類の関係は不明であり，解明が
望まれる．今回の記録から，アザミウマ類に対する誘
引物質は，単一ではないことが予想される．
　今後は採集調査において植食性・菌食性を問わず寄
主について同定を確実に行い，植物種・菌類種・アザ
ミウマ種の関係を明確にしていきたいと考えている．
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Knowledge about hosts of six mycophagous thrips species.
Tomohiro Shibata

Abstract
Collection records of six mycophagous thrips that deviates 
from usual host were listed.
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